
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

「結果（成果）は出ずとも、成長している。」私は、よく子どもたちにこう話します。決して結果

は必要ないと言っているのではありません。自分が一生懸命に努力したことは、必ず自分の 

ためになっているからです。それをすぐ結果が出るか出ないかで一喜一憂する必要はないと 

思っています。何かを始めたとき、人によっては、数日 

で変化が見えることもあるでしょう。でも、ある人は何 

日たっても大きな変化が見えないときがあるかもしれま 

せん。しかし、必ず自分の中で何かが変化（成長）して 

いるのです。こんなことを考えているとき、必ずある詩 

を思い浮かべます。 

それは、「金子みすゞ」さんの「星とたんぽぽ」です。 

最後の１行「見えぬものでもあるんだよ。」が分かるよ 

うな「見えぬものが見える目や心」を身につけたいもの 

です。 

また、「７つの習慣」（スティーブン・Ｒ・コヴィー著） 

には、「中国の竹」というお話があります。紹介します。 

「中国の竹」には、種を蒔いても芽が出るだけで、３、４年は全く成長が見られないものがある

そうです。ところが４、５年後、一気に２０メートル以上も伸びるというのです。では、その３、

４年間、竹は何をしていたのでしょう。そうです。２０メートル以上も伸びる自分の身体を支える

ために、来る日も来る日も地中深く根を張っていたのです。もし、脆弱な根で２０メートル以上も成長

したら、倒れて自滅してしまうからです。 

つまり、努力が結果(成果)として目に見えなくても、成功につながる努力としてそれは積み重なっ

ていると考えられるということです。どこにゴール(目標)を置くかによって様々な考え方があるかも

しれませんが、自分の人生を考えるとき全ての人にとって大切なことではないかと思います。 

いよいよ学年の終わりを迎えようとしています。２月、３月を、自分が納得できるまとめとするよ

うに、そして、それが新しい学年のスタートにつながるまとめとなるように頑張って欲しいと思ってい

ます。 

星とたんぽぽ  金子みすゞ 

青いお空のそこふかく、 
海の小石のそのように、 
夜がくるまでしずんでる、 
昼のお星は目にみえぬ。 

見えぬけれどもあるんだよ、 
見えぬものでもあるんだよ。 

ちってすがれたたんぽぽの、 
かわらのすきに、だァまって、 
春のくるまでかくれてる、 
つよいその根は目にみえぬ。 

見えぬけれどもあるんだよ、 
見えぬものでもあるんだよ。 

次につながる学年のまとめを！ 

 

学校教育目標 自分で考え、行動する右田っ子の育成 

～感動とつながりのある活動を通して～ 

 

自分で考え、行動する右田っ子の育成 

平成２９年度 

２月号 

防府市立右田小学校 

校長 岩永 光二 

1/１０ 漢字計算大会の様子 

２学期に、そして、冬休み

に頑張った成果が出たでし

ょうか。３学期も続けて頑張

ることが、自分の成長のため

になることです。結果から、

次どうしたらよいか自分で考

え、行動する右田っ子であっ

てほしいと思います。 

 

 

学 校 だ よ り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 
 

家族団らんの時間を大切に 

3 年生には、動物のうんこの話から始めて、自分たちの
体や食べ物について、そして、食べているものを作ってい
る人たちにも目を向け、感謝することについて考えること
ができるように話されました。大人には、【人が他の動物
と明らかに違う物は何か？⇒心の存在である。自尊心と自
制心が必要である。人間の共同生活は本能の赴くままでは
継続・発展は困難であり、自制心が必要である。生後、親
子から始まる他者とのコミュニケーションの中から自尊
心が育まれ、自尊心が自制心を導く。】と説明されました。
また、【啐啄同時（そったくどうじ）のお話では、「自分で
やろうとする投げかけを！」ということで、自分でやろう
とした時は、やらせてみる、その結果改善や対応する力が
身に付く。最初から親が手助けしてしまうと・・・。自主
性が育たないばかりか、失敗を恐れたり、色んな知恵や技
術が身に付かなかったりする。」】等の内容で、子育て   
についてもとても参考になるお話でした。 

 

学
校
保
健
安
全
委
員
会
の
講
演
で
「
生
後
、
親
子
か
ら
始
ま
る

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
自
尊
心
が
育
ま
れ
、

自
尊
心
が
自
制
心
を
導
く
。」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
小
児

科
医
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
左
図
参
照
）
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
温
か
い
ふ
れ
あ
い
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
、
面
白
く
て
便
利
な
電
子
機
器
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
と
し
て
健
全
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
人
と

ふ
れ
あ
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
電
子
機

器
と
の
付
き
合
い
方
は
、
時
間
を
守
る
等
、
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

と
決
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

親子で読書を！ 

1/２５「学校保健安全委員会」 

 

 

 1 月の下旬、いつものように登校時
交通指導をしていました。車が止まっ
てくれたので、子どもたちが横断歩道
を渡りました。すると一人の子が渡り
終えるとすぐに振り返り、運転手さん
にペコリと頭を下げました。頭を上げ
たその子は笑顔でした。運転手さんも
笑顔になりました。それを見ていた私
も笑顔になりました。ほんの数秒の時
間でしたが、温かい笑顔があふれる時
間となりました。ありがとうの気持ち、
そして笑顔は、みんなを幸せな気持ち
にします。いろいろなところで「あり
がとう」と「笑顔」が増えますように！ 

右田地区伝承会婦人部の皆さん
に、27 年度から手作りの作品を展
示していただいています。今年も干
支の犬等、素晴らしい作品がたくさん
展示してあります。どうぞ『白いまり
ミュージアム』へ鑑賞しにおいでく
ださい。 

 
お待ち 

しており 
ます。 

白いまりミュージアムへどうぞ！ 

集団遊び 

「強い心と体を育むための健康的な生活習慣の確立」 
～家庭や学校でできる具体的な取組から～ 

をテーマに、学校保健安全委員会を実施しました。 
５校時は、３年生が「食べ物たんけん 元気発見！」、そ
の後、保護者・教職員対象で、「心と体を育む食卓」とい
う内容で、中尾卓嗣先生に講演していただきました。 

笑顔が広がるありがとうの気持ち 

睡眠時間 体力 

 学校司書さんが来られる火曜日と木
曜日は、保護者も学校図書館の本を借
りられます。また、移動図書館の「わ
っしょい文庫」も学校に来ています。 
（2/1,15；3/1,15,29 の 12:55～
13:30）本を借りに学校に来られません
か。 

愛着形成 

外遊び 

お手伝い 

生活リズム 

 

左
の
２
枚
の
図
は
、
日
本
小
児
科
医
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス

マ
ホ
等
の
使
い
方
で
、
他
人
の
肖
像
権
を
無

視
し
て
、
写
真
や
動
画
を
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
す
る
行
為
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

学力 

脳機能 

視力 

コミュニケー
ション能力 


